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令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
9. 教育費 98.佐倉城跡発掘調査整備事業

5. 社会教育費

2. 文化財保護費 文化課

（佐倉市）　　

第３章
地域の資源を活かした活力と賑わいのあるまち（産 460

業・観光・文化） 令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 0 基本施策４
文化・芸術振興 令和 4年度 460

令和 5年度 0

施策１
歴史・文化資産を保全・活用します 令和 6年度 0

令和 7年度 0

0

0

・整理作業、報告書刊行（富士見台付近の未報告調査） 　江戸時代の古文書や古絵図に記載されている佐倉城の 　市民や佐倉を訪れた方に、佐倉及び佐倉城の歴史につ

・測量調査（市内遺跡調査として継続実施している成果を活用していく 大手門、空堀、土塁の位置、形態、遺存状況等を明らかにし、佐倉城跡 いて、より深い理解、興味を与えることができます。

予定。） 整備事業に活用します。   また、発掘調査の成果を教育現場で活用することが可能であり、大手

門周辺の修景整備にあわせて行うことにより、郷土の歴史への愛着、理

解が深まります。

　佐倉城（富士見台付近）の発掘調査報告書作成 　市直営で作成する計画である。今後の大手門整

を計上した。 備事業や新図書館「佐倉を学ぶフロア」関連・ミレニアムセンターの防

災センター暫定使用での展示活用を行う。

差引一般財源 0 0 0 0


